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介護職の職業病・腰痛に 
ロボット導入で対応

社会福祉法人みなの福祉会は、
特別養護老人ホーム（特養）、軽費
老人ホーム（ケアハウス）、老人デ
イサービス、居宅介護支援などを
展開する高齢者介護事業者です。
現在約170名の施設利用者を、介
護職や 事務職 など約80名 の ス
タッフで支えていますが、介護ロ
ボットやICT機器の積極活用で業
務改善を実現し、介護の質向上に
効果を発揮しています。
「介護職員はおむつ交換や入浴

介助、車いすへの移乗介助など、
腰に負担がかかる業務を多くか
かえています。当施設の職員も
約半数が腰痛に悩んでおり、整体
や腰痛防止ベルト、ラジオ体操など、
さまざまな対策を講じる職員がい
ますが、効果はもうひとつでした。
そこで 2015年に埼玉ロボット

ニーズ研究会に参加して介護ロ
ボットの有効性に着目し、国や県
の 交 付 金、補 助 金 を 利 用して
2017年から介護ロボットの導入
を開始しました」（大隝氏）

同法人が活用している介護ロ
ボットは、介助の際に職員の腰部に
装着するもので、脳から筋肉に送
られる生体電位信号を電極パッド
が感知し、持ち上げたい、立ち上
がりたいなどの運動意思に沿って
自然に身体をサポートしてくれます。
自分の力の約3割程度のアシスト
が得られると大隝氏は言います。
「特養では主に（施設）利用者の

おむつ交換時に使用しています。
交換時は1人の介護職員が約20
名のおむつを取り替えます。中
腰の姿勢で利用者の身体を持ち
上げる作業は腰にかなりの負担
がかかるため、ロボットのアシス

トは本当に助かります。介護職員
からは『今までは途中で痛む腰を
伸ばしながら続けたが、その必
要がなくなった』などの言葉が聞
かれます」（大隝氏）

また、デイサービスでは利用者
の筋力回復や自立支援を目的にロ
ボットを活用しています。立ち座
りなどの動作を繰り返し、身体が
思い通りに動くようにサポートす
るもので、付属モニターでグラフ
化された身体状況を、機能訓練指
導員と本人がその場で確認しな
がら訓練に励む姿が見られます。
体験者からは、「疲れずに訓練が
行える」「腰・膝の痛みがなくなっ
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 徹氏に、導入当初の苦労話から現在得られている成果、そして今後の展望などについてうかがいました。 対する感度を調整できるため、利
用者の状態（危険度）に合わせて設
定しています。しかし、特に注意
が必要な利用者は感度を高く設定
しているため、コールが頻繁に鳴り、
そのたびに訪室しなければなりま
せん。それでは業務負担が増大しま
すので、そういった場合はカメラと
連動しWi-Fiで画像確認が可能な
タイプを利用するなど、利用者の
状態に合わせてより繊細な見守り
ができるように取り組んでいます」

（大隝氏）

ビジネスチャットツールで 
情報共有精度が格段に向上

同法人はビジネスチャットツー
ルなど、ICTの活用にも積極的に
取り組んでいます。
「チャットツールにより、時間や

場所を問わずに全職員とのコミュ
ニケーションがスマホで可能にな
りました。おかげで、掲示板での
お知らせや職員個々への電話連
絡などが不要になり、情報共有の

精度が格段に上がりました。チャッ
トツールの導入がすんなり進んだ
のは、ユーザーインターフェース
が普段から親しんでいるSNSに
近いことも大きかったと思います」

（大隝氏）
現在はチャットツールとGoogle

スプレッドシート※を連携させ、利
用者個々の状況（食事摂取、入浴
管理、排便状況、観察記録など）や、
職員の勤務表、シフト情報などの
職場の状況確認が24時間可能に
なり、職場環境は大きく改善され
たと言います。これからも積極的
にロボットやICTを活用したいと
語る大隝氏ですが、テクノロジー
の進化により、さらなる省力化と
業務改善が進むことを期待してい
ると言います。
「今後、要介護人口はますます

増加し、人手不足や職員の負担増
がより深刻になりそうです。しかし、
幸いにもAIの進化が目覚ましい
ため、記録関係などの一部業務は
AIに代替し、職員の負担を大きく
軽減していけるのではないかと
考えています」（大隝氏）

ロボットやICTを現場の省力化
だけでなく、働きやすい職場づく
りにも活用する同法人の取り組み
は、人手不足や職員の離職に悩
む多くの企業にとって、有益な導
入事例となりそうです。

※  Googleスプレッドシート：Google社が提供
している表計算ソフトのこと。Excelのように
ソフトをパソコンにインストールして使用する
のではなく、インターネットを介して使用する
Webアプリケーションの一種。

ベッドから車いすへ
移乗介助するといっ
た、腰への負荷が大
きな業務に欠かせな
い介護ロボット。自
立訓練に励む利用者
も、ロボットの効果
を実感している

ICTの活用でいつでもどこでも施設の情報が確
認可能になった

脚部にセンサーが据え
られたベッドとカメラ。
全78床 のうち、 セン
サーのついたベッドが
10台、さらにカメラと
連動したものが４台の、
合計14台導入している
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た」などの声が聞かれるそうです。
「導入初期には新技術ならでは

の苦労もありました。使いこなす
には練習が必要で、ロボットと自
分の動きのマッチングに時間がか
かるため、中にはマスターする前
にあきらめた職員もいました。ま
た、電極パッドが剝がれやすくエ
ラーが発生するなど、使う人にス
トレスを強いるケースも散見され、
メーカーに改善を期待したい点は
多くあります。今後、介護業界や
メーカー、公的機関などが一体と
なって研究することで、より使い
勝手に優れたロボットが開発され
るのを願っています」（大隝氏）

センサー搭載ベッドが 
利用者の安全を見守る

特養では、自立が難しい利用者
の転倒や転落事故を未然に防ぐ
ため、身体の動きをセンサーで
感知して介護スタッフに通知する、

「見守り型ベッド」の導入も進んで
います。以前に導入していたマッ
ト型センサーは、人がベッドから
起き上がり床に足をつけてから
動きを感知するため、職員が訪室
した時にはすでに転倒していたな
どの問題がありました。しかし、
新しく導入した見守り型ベッドは
寝返りなど離床前の動きを感知し
て通知するため、事故などを防ぎ
やすくなったと言います。
「現在、利用しているセンサーは

動き出しや起き上がりなど動作に
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